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衆議院議員の秘書として、追手門学院の地域連携担当者として、 

そして現在、教育の現場と駅頭に立ち続ける３６歳の再挑戦！ 

 

 

２０１６年１１月１日以来、毎日駅立ち継続中！ 

 

『矢島ひでかず後援会ニュース』第４号目次 

➀ 駅頭ご挨拶【３００日】連続達成…P.1 

② 市民の皆様から寄せられたご質問…P.2 

③ 矢島ひでかず後援会からのお願い…P.2 

 

 ① 駅頭ご挨拶【３００日】連続達成                                                                                         
 

 8 月 27 日に実施した阪急「総持寺」駅でのご挨拶をもちまして、学校法人追手門学院の専任事務職員を

退職した翌朝から毎日続けてきた駅立ち日数が【300 日】連続という節目を迎えました。市民の皆様から

様々な市政に対するご意見やご要望を伺うことができ、多くのご縁もいただきました。今後も子ども向け

ロボットプログラミング教室「プログラボ茨木」の室長を務める傍ら、2021 年 1 月執行の茨木市議会議員

一般選挙までの残り【1238 日】間、駅頭に立ち続け、市民の皆様の貴重なお声に耳を傾けてまいります。 
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矢島ひでかず（秀和）プロフィール 昭和 55（1980）年 10 月 13 日生まれ （現在 36 歳） 

 ■ 経  歴                                     

平成 15（2003）年 3 月 追手門学院大学文学部（現国際教養学部）卒業 

平成 18（2006）年 3 月 追手門学院大学大学院文学研究科修士課程修了 

平成 18（2006）年 4 月 衆議院議員大塚高司秘書［～平成 21（2009）年 11 月］ 

平成 23（2011）年 4 月 学校法人追手門学院職員［～平成 28（2016）年 10 月］ 

平成 29（2017）年 1 月 茨木市議会議員一般選挙に立候補するも落選［得票総数 1,237 票］ 

平成 29（2017）年 4 月 株式会社オーティーエム（追手門学院 100％出資事業会社）社員 

            現在、「プログラボ茨木」の室長として、週 13 コマの授業を担当 

 ■ 所属団体                                     

（地域）茨小校区自治会連合会別院町自治会 11 組長・祭礼委員・体育委員・公民館協力委員 

    一般社団法人茨木青年会議所 希望ある会員発掘委員 

一般社団法人茨木市観光協会 会員 

社会福祉法人茨木市社会福祉協議会 賛助会員 

（政党）自由民主党大阪府支部連合会 青年局副幹事長 

自由民主党茨木市支部 青年部長 

（母校）追手門学院大学校友会 常任理事・広報委員長 

    追手門学院大学体育文化 OB・OG 連合会 事務局長 

 毎日欠かさず駅頭でのご挨拶を継続しています！  

------------------------------------------------------------ 

毎週 月 ・ 水 曜日 ＪＲ「茨 木」駅 ※1 

毎週 火・木・土 曜日 阪急「茨木市」駅 ※2 

毎週   金   曜日 阪急「南茨木」駅 

毎週   日   曜日 阪急「総持寺」駅 

---------------------------------------------------------------- 

 

※1 月曜日は東口駅前広場（愛称・いばらきスカイパレット）にて、 

水曜日は西口ペデストリアンデッキ上にて、実施しています。 

※2 北改札口西側→東側→南改札口東側→西側と巡回しています。 
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 ② 市民の皆様から寄せられたご質問                                
 

毎日欠かさず駅立ちを続けさせていただいておりますと、市民の皆様から様々なご質問を頂戴します。

ここでは、紙幅の都合上、最もご質問の多かった二つのご質問に対する回答を掲載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ゲリラ豪雨で冠水する府道 139 号線（7/9 撮影）   豪雨により満水寸前の防領川の様子（8/18 撮影）   ベーシック・コースでの授業の様子（7/21 撮影）  WRO 大阪大会で所属生徒が 8 位入賞（8/11 撮影） 

 

 ③ 矢島ひでかず後援会からのお願い                                

 

矢島ひでかず後援会では、矢島ひでかずの政治活動を支援していただける後援会員を募集しております。

ご入会いただける方は、本紙表面記載の連絡先までご一報いただきましたら幸いです。また、茨木市内に

最大 12 か所まで設置することのできる「矢島ひでかず後援会連絡所立看板」（8 枚設置済、残り 4 枚）を

ご自宅や駐車場、店舗などに設置していただける方がいらっしゃいましたら、是非ともご紹介ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問① 市議会議員になって実現したいことは？ 

前回の茨木市議会議員一般選挙「選挙公報」にも記載した

基本政策 4 本の“矢”（下記再掲）実現に向けて全力を尽くす

ことはもちろん、両親ともに聴覚障害者という家庭環境に

生まれ育った者として、「手話言語条例」成立を目指します。

また、市内の交通渋滞慢性化打開のため、政権与党自民党の

強みを生かし、国・府会議員とも連携した政策を進めます。 

とりわけ、未だに脆弱な防災力を高めなければなりません。 

質問② 退職後に市議選立候補、現在の仕事は？ 

学校法人追手門学院 100％出資事業会社である株式会社

オーティーエムの社員として、“阪神電鉄”と“読売テレビ”が

京阪神奈 2 府 2 県に計 13 教室展開する子ども向けロボット

プログラミング教室「プログラボ」唯一のフランチャイズ校

「プログラボ茨木」（SOCIO-2・2 階）の室長をしています。   

同校では現在、年長から中学 1 年生までの計 64 名の生徒が

在籍しており、週に 13 コマの授業を受け持っております。 

----------------- 私たちも矢島ひでかずさんの政治活動を応援しています。（順不同・敬称略） ----------------- 

〇 自由民主党大阪府支部連合会会長、衆議院議員 中山 泰秀（追手門学院小学校卒業） 

〇 衆議院議員                 大塚たかし（追手門学院大学卒業） 

〇 衆議院議員                 原田けんじ（茨木市・箕面市・池田市・豊能町・能勢町選出） 

〇 大阪府議会議員               うらべ走馬（茨木市選出） 

〇 大阪府身体障害者福祉協会会長、ＯＤＦ代表  嵐谷 安雄（日本身体障害者団体連合会元会長、ＪＤＦ元代表） 

〇 岡山大学前学長、就実学園前理事長      千葉 喬三（学校法人追手門学院理事） 

〇 株式会社ガンバ大阪元代表取締役社長     金森喜久男（追手門学院大学経営学部教授） 

〇 株式会社フジオフードシステム代表取締役社長 藤尾 政弘（追手門学院大学卒業） 

〇 福島天満宮宮司               寶来扶佐子（追手門学院小・中・高等学校卒業） 

〇 矢島ひでかず後援会会長           川原 俊明（学校法人追手門学院理事長、追手門学院大学学長） 

 茨木市を「大阪府下住みたいまちランキング」第１位に！矢島ひでかずがはなつ基本政策４本の“矢”  

 福祉の“矢”をはなつ！  高齢者や障害者はもとより、女性や子どもにとっても安心・安全なまちづくりをめざします。  

 教育の“矢”をはなつ！   学校教育と社会教育との連携により、大阪府下随一の教育市をめざします。 

 経済の“矢”をはなつ！ （地元商店街の活性化を！老若男女が集う元気のあるまちをめざします。 

 保育の“矢”をはなつ！ （待機児童ゼロへ！池田市を抜き、子育てしやすい全国一の保育行政をめざします。 


